
お 
知 
ら 
せ

行   政

＆

暮らしの情報

（各担当課のGはグループの略です）

総
務
省
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
知
ら
せ
る
紙

製
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
発
行
を
廃
止
し
ま
し

た
。こ

れ
以
後
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
は
、
個
人

番
号
通
知
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
個
人
番
号
通
知
書
の
発
行
の
日
等
が
記
載

さ
れ
た
書
面
）
を
送
付
す
る
方
法
に
よ
り
行
い

ま
す
。

問
合　

市
民
課
市
民
戸
籍
Ｇ

☎
24
‐
1
1
1
2

7
月
1
日
㈬
か
ら
、
全
国
一
律
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
買
物
袋
（
い
わ
ゆ
る
レ
ジ
袋
）
の
有
料

化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
、
地
球
温
暖

化
な
ど
の
解
決
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
の
有
料
化
を
通
じ
て
、

マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
な
ど
、
消
費
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
革
を
促
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
常
時
持
参
す
る
な
ど
し
て
、

レ
ジ
袋
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合　

清
掃
事
務
所　

☎
26
‐
4
2
2
8

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

必
ず
午
前
8
時
30
分
（
時
間
厳
守
）
ま
で
に

集
積
場
に
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

最
近
、
可
燃
ご
み
へ
の
び
ん
・
空
き
缶
な
ど
の

不
燃
物
混
入
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別

を
、
理
解
し
て
い
な
い
排
出
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
青
袋
）

は
、　

（
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
）
が
付
い
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
が
収
集
対
象
で
す
。

「
津
島
市
家
庭
ご
み
＆
資
源
の
分
け
方
と
出
し

方
」
を
参
考
に
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

処
理
困
難
物
に
つ
い
て

ガ
ラ
ス
、
陶
器
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
、
消
火

器
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
球
、
自
動
車
部
品
等
の
処
理

困
難
物
に
つ
い
て
は
、
清
掃
事
務
所
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

一
時
的
な
多
量
の
ご
み
に
つ
い
て

ご
家
庭
か
ら
一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出

る
場
合
は
、
1
回
に
つ
き
5
袋
程
度
で
、
数
回

に
分
け
て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
鹿
伏
兎
処
分

場
で
許
可
証
発
行
後
に
、
焼
却
施
設
（
海
部
地

区
環
境
事
務
組
合
八
穂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

へ
の
自
己
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
度
に
、
多
量
の
ご
み
を
出
さ
れ
る
と
、
ご

み
の
収
集
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
り
か
、
ト
ラ

ブ
ル
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
清
掃
事
務
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※

分
別
が
間
違
っ
て
い
る
ご
み
は
、
収
集
さ
れ

ま
せ
ん
。

※

粗
大
ご
み
は
、
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
31
‐
3
2
8
4
）へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合　

清
掃
事
務
所　

☎
26
‐
4
2
2
8

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る

通
知
カ
ー
ド
の
発
行
廃
止
と

そ
の
後
の
通
知
に
つ
い
て

レ
ジ
袋
有
料
化
に
つ
い
て

ご
み
の
分
別
排
出
に
つ
い
て
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津
島
市
青
少
年
体
験
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
収
集
に
つ

い
て
は
、
使
い
切
り
穴
を
開
け
て
出
す
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

穴
を
開
け
て
い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
を
排
出
す
る
と
、
収
集
車
の
火
災
が

発
生
す
る
な
ど
非
常
に
危
険
で
す
。

し
か
し
、
各
ご
家
庭
に
は
ど
う
し
て
も
使
い

切
れ
な
い
、
中
身
が
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
回
収
す
る
た
め
、
6
月
、
11
月
の

有
害
ご
み
収
集
時
に
、
専
用
の
カ
ゴ（
赤
色
）を

用
意
し
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
、
神
守
支
所
、
神
島
田
連
絡

所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
随
時
持
ち
込
め
る
よ

う
に
専
用
の
カ
ゴ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

通
常
の
資
源
ご
み
回
収
で
ス
プ
レ
ー
缶
等

を
出
す
場
合
は
、
必
ず
使
い
切
り
穴
を
開
け
て

排
出
し
て
く
だ
さ
い（
厳
守
）。

問
合　

清
掃
事
務
所　

☎
26
‐
4

2

2

8

交
通
死
亡
事
故
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
令
和
2
年
4
月
に

交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
等
に
関
す
る
要
綱

を
津
島
警
察
署
管
内
3
市
1
町
（
津
島
市
、
愛

西
市
、
あ
ま
市
、
大
治
町
）で
同
時
施
行
し
ま
し

た
。市

内
に
お
い
て
、
30
日
以
内
に
交
通
死
亡
事

故
が
2
件
以
上
発
生
し
た
場
合
等
に
、「
津
島

市
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
」
を
発
令
し
、
市

民
に
交
通
事
故
に
対
す
る
注
意
喚
起
を
す
る

と
と
も
に
、
警
察
等
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、

総
合
的
か
つ
集
中
的
な
交
通
事
故
防
止
対
策

を
推
進
し
、
早
期
に
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
を

図
り
ま
す
。

問
合　

市
民
協
働
課
交
通
防
犯
Ｇ

　
　
　

☎
55
‐
9

2

9

8

『
そ
っ
か
。
い
い
人
生
は
、
い
い
時
間
の
使
い
方

な
ん
だ
。
』

『
ワ
ク
ワ
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』

津
島
市
は
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を

発
揮
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
示

日
時　

6
月
23
日
㈫
〜
29
日
㈪

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
た
だ
し
、
初
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
最
終
日

は
正
午
ま
で

場
所　

神
守
支
所

問
合　

人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画
Ｇ

　
　
　

☎
55
‐
9

3

6

4

6
月
13
日
㈯
か
ら
、
図
書
館
で
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。
一
人
5
点
ま
で
。

場
所
・
問
合　

市
立
図
書
館

　
　
　
　
　 

☎
25
‐
2

1

4

5

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
し
た
、

読
書
感
想
文
の
課
題
図
書
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
、
貸
出
開
始
日
か
ら
1
週
間
の

貸
出
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貸
出
期
間　

6
月
1
日
㈪
〜
9
月
6
日
㈰

貸
出
日
数　

8
月
31
日
㈪
ま
で
は
1
週
間
以
内
。

9
月
以
降
は
2
週
間
以
内
。

※
分
室
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
神
島
田
公
民

館
）
に
課
題
図
書
は
お
い
て
い
ま
せ
ん
。
予

約
を
し
て
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合　

市
立
図
書
館　

☎
25
‐
2

1

4

5

日
時　

令
和
3
年
1
月
10
日
㈰　

午
前
11
時

〜
正
午（
10
時
15
分
か
ら
受
付
開
始
）

場
所　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
12
年
4
月
2
日
〜
13
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他

・
該
当
す
る
方
に
は
、
12
月
上
旬
に
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。

・
他
市
町
村
の
成
人
式
へ
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
該
当
の
市
町
村
役
場
等
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合　

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

　
　
　

☎
55
‐
9

4

2

1

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
様
々
な
自

然
・
社
会
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
相
談
、

情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

日
時　

市
役
所
開
庁
日
の
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

場
所　

社
会
教
育
課
内

問
合　

市
青
少
年
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
会
教
育
課
生
涯

学
習
Ｇ
内
）　

☎
55
‐
9

4

2

1

中
身
が
入
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
・

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
排
出
に
つ
い
て

津
島
市
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
発
令

等
に
関
す
る
要
綱
を
施
行
し
ま
し
た

令
和
2
年
度
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
決
定

リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ

読
書
感
想
文
の
課
題
図
書

令
和
3
年
津
島
市
成
人
式
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自
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族

の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
介
護
用
品

を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方

・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
認
定
が
要
介

護
度
4
・
5
の
高
齢
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未

満
で
あ
っ
て
特
定
疾
病
に
該
当
す
る
場
合
を

含
む
）
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

支
給
品
目　

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
介

護
用
手
袋
、
防
水
シ
ー
ツ
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
口
腔
ケ
ア
用
品
（
上
限
年
間
6
万
円

相
当
分
） 

実
施
時
期　

8
月

申
込　

6
月
1
日
㈪
〜
12
日
㈮
に
直
接
左
記

へ（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
。

問
合　

高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ

☎
24
‐
1
1
1
8

今
年
か
ら
申
込
方
法
が
変
わ
り
、
抽
選
で
決

定
す
る
方
法
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
月　

9
月
〜
翌
年
1
月

対
象
月
以
外
の
月
は
随
時
受
付

（
8
月
を
除
く
）

料
金　

作
業
代
・
機
械
代
・
枝
葉
搬
出
代
等
が

か
か
り
ま
す
。

申
込　

6
月
10
日
㈬
〜
30
日
㈫
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
に
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ
。

※
結
果
は
7
月
15
日
㈬
以
降
に
随
時
ご
案
内

し
ま
す
。

そ
の
他　

天
候
等
に
よ
り
作
業
が
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
作
業
内
容
に
よ
っ

て
は
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

日
時　

6
月
17
日
㈬
午
前
9
時
〜
11
時
（
雨

天
の
場
合
は
、
6
月
18
日
㈭
）

※
詳
細
は
、
電
話
で
左
記
へ
。

問
合　

（
公
社
）
津
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
26
‐
8
4
4
8

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

平成24年10月1日から障害者虐待防止法が施行され

ています。

この法律では、家庭や施設、勤務先などで、障がい者

虐待を発見した人は、市に通報することが義務付けら

れています。

対象となる障がい者

身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、その

他心身の機能に障がいがある方等（障害者手帳をもっ

ていない方も含みます）

障がい者虐待の種類

身体的虐待　障がい者の体に傷や痛みを負わせる暴行

を加えること。正当な理由なく、身体を拘束すること。

性的虐待　障がい者にわいせつなことをすること。わ

いせつな行為をさせること。

心理的虐待　障がい者を侮辱したり拒絶したりするよ

うな言葉や態度で精神的な苦痛を与えること。

放棄・放任　食事、入浴、洗濯、排せつの世話をしない

など、障がい者の心身の状態を悪化させること。

経済的虐待　本人の同意なしに財産、年金、賃金を使

うこと。障がい者に理由なく金銭を与えないこと。

問合　津島市障がい者虐待防止センター

（福祉課福祉Ｇ内）

☎24‐1115　　24‐1138

平成28年4月1日から障害者差別解消法が施行され

ています。対象となる障がい者は「障害者虐待防止法」

と同じです。

この法律では、行政機関と民間事業者に対して「障

がいを理由とする差別」の禁止として、「不当な差別的

取扱い」と「合理的配慮の不提供」の禁止を求めてい

ます。

「不当な差別的取扱い」とは

障がいを理由に商品やサービスの提供を拒否したり

すること。

「合理的配慮の不提供」とは

障がい者が生活する上での障壁を取り除く配慮を求

めても、対応しないこと。

障がいを理由とする差別については、下記へご相談

ください。

問合　福祉課福祉Ｇ

☎24‐1115　　24‐1138
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お
知
ら
せ

幅
員
4
メ
ー
ト
ル
未
満
で
市
道
認
定
さ
れ

た
道
路
（
狭
あ
い
道
路
）
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
車
両
の
通
行
や
緊
急
時
の
避
難
通
路
の
確

保
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
狭
あ
い
道
路
の
解
消
に

向
け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

概
要　

狭
あ
い
道
路
の
中
心
線
か
ら
2
メ
ー

ト
ル
後
退
し
た
土
地
を
、
分
筆
し
て
市
に
寄

附
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
最
大
25
万
円
を

助
成
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
隅
切
り
部
分
の
寄
附
や
支
障
物

の
除
却
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
に
助
成
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合　

都
市
計
画
課
建
築
Ｇ

☎
55
‐
9
3
5
7

昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
築
（
着
工
）
さ
れ

た
建
物
は
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性
、
耐
震
性

が
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、
地
震
が
発
生
し
た
際

に
倒
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
や
、
道
路

に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
対
し
て
、

下
表
の
と
お
り
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

大
地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
し
て
、
お
住
ま
い

の
安
全
性
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　

10
月
30
日
㈮

申
込
・
問
合　

都
市
計
画
課
建
築
Ｇ　

☎
55
‐
9
3
5
7

狭
あ
い
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
等
補
助
制
度
の
ご
案
内

助成金制度・報償金制度

後退支障物件の

除却等助成金

測量・分筆

助成金
報償金

（1）
寄附

（自己の居住用・
自己の業務用）

あり

（助成金対象経費の1/2以内で

上限25万円まで）

あり

（助成金対象経費の1/2以内で

上限25万円まで）

あり

（隅切り用地 ）

（2）
無償使用承諾

（分筆を行う場合）
なし

（3）
（1）、（2）以外
（自己管理等）

なし なし

昭和56年5月31日以前に建築（着工）された木造住宅（在来軸組構法および伝統

構法の戸建、長屋、併用住宅および共同住宅）

津島市民間木造住宅無料耐震診断を受けた住宅のうち、①～③を満たすこと

①診断結果による判定値が1.0未満であること

②改修後の判定値が1.0以上になること

③補強工事による判定値の加算が0.3以上であること

前年度までに津島市民間木造住宅無料耐震診断を受けた住宅のうち、①～③

を満たすこと

①耐震診断による判定値が0.7未満（もしくは評点60点未満）であるもの

②過去に耐震改修費補助金を受けていないこと

③特定空家等および不良住宅でないこと

市内にあるブロック塀（レンガ、石等の組積造を含む）のうち、①～③を満たす

こと

①市が指定する避難所もしくは道路との境界から２メートル以内にあること

②倒壊のおそれがあること

③道路からの高さが１メートル以上であること

撤去するブ

ロック塀等の

壁面１㎡当た

り１万円を乗

じた額（限度

額10万円）

建物除却費

の23％（限度

額20万円）

（1戸あたり）

種類 対象 限度額 予定戸数

民間木造住宅

無料耐震診断
25戸

木造住宅

耐震改修費

補助

100万円

（1戸あたり）
5戸

民間

木造住宅

除却費補助

5戸

10件

その他、非木造住宅耐震診断、耐震シェルター・防災ベッド設置にも補助制度があります。詳しくは、問い合わせ先までお尋ねください。

ブロック塀等

撤去費補助
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公
益
財
団
法
人
愛
知
県
農
業
振
興
基
金
で

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定
を
受
け
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
経
営
規
模
を
縮
小
す
る
農
家

か
ら
機
構
が
農
地
を
借
り
入
れ
、
公
募
に
応
募

し
て
い
た
だ
い
た
受
け
手
（
借
受
希
望
者
）
に

貸
し
付
け
る
こ
と
で
、
農
地
の
集
約
化
や
農
家

の
規
模
拡
大
等
を
図
る
も
の
で
す
。

農
地
の
借
り
受
け
、
貸
し
付
け
を
希
望
す
る

方
は
左
記
の
と
お
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
農
地
の
貸
し
付
け
に
は
、
諸
々
の
条

件
が
あ
り
、
ご
希
望
ど
お
り
貸
し
付
け
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

随
時

申
込　

市
産
業
振
興
課
農
政
Ｇ
ま
た
は
Ｊ
Ａ

あ
い
ち
海
部
・
Ｊ
Ａ
海
部
東
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合　

産
業
振
興
課
農
政
Ｇ

☎
55
‐
9
6
5
3

愛
知
県
農
地
中
間
管
理
機
構

☎
0
5
2
‐
9
5
1
‐
3
2
8
8

生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
つ
い
て
、
都
市
計

画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

6
月
15
日
㈪
〜
29
日
㈪

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

そ
の
他　

市
民
や
利
害
関
係
の
あ
る
方
は
、
縦

覧
期
間
中
、
市
に
対
し
意
見
書
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
窓
口
ま
で
お
越
し
で

き
な
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
縦
覧

で
き
ま
す
。

問
合　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
Ｇ

☎
55
‐
9
6
2
7

家
計
調
査
は
、
毎
月
、
総
務
省
統
計
局
が
都

道
府
県
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
向
き
を
家

計
の
面
か
ら
と
ら
え
る
も
の
で
、
一
定
の
統
計

上
の
抽
出
方
法
に
基
づ
き
選
定
し
た
世
帯
に

家
計
簿
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
集
計
結
果

は
経
済
政
策
や
社
会
政
策
の
基
礎
資
料
等
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
と
き
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
ま
す
。

問
合　

愛
知
県
県
民
文
化
局
県
民
生
活
部
統

計
課
物
価
・
消
費
統
計
Ｇ

☎
0
5
2
‐
9
5
4
‐
6
1
0
4

散
歩
中
に
出
た
フ
ン
は
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て

処
分
し
ま
し
ょ
う
。「
飼
犬
を
伴
う
散
歩
に
関

す
る
条
例
」
で
は
、
飼
い
主
の
義
務
を
定
め
て

い
ま
す
。         

・
公
共
の
場
所
を
犬
の
フ
ン
で
汚
さ
な
い
。

・
犬
の
フ
ン
を
処
理
す
る
た
め
の
袋
な
ど
を
携

帯
す
る
こ
と
。

ま
た
、
猫
は
家
の
中
で
飼
育
し
、
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病

予
防
法
に
よ
る
飼
い
主
の
義
務
で
す

・
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登
録
を
受
け
る
こ

と
。

・
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
受
け
る
こ
と
。

飼
い
犬
の
鳴
き
声
が
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
事
が
あ
り
ま
す

無
駄
に
吠
え
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
つ
け
を

し
ま
し
ょ
う
。
し
つ
け
に
関
す
る
相
談
は
、
愛

知
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
5
8
6
‐
78
‐

2
5
9
5
）へ
。

飼
い
主
と
し
て
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ

☎
55
‐
9
3
6
8

家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
に
感

染
し
た
方
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
な
ど
が
ご

家
庭
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
、
鼻
水
等
が
付
着

し
た
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
可
燃
ご
み
を

捨
て
る
際
は
、「
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い
」「
ご

み
袋
は
し
っ
か
り
し
ば
っ
て
封
を
す
る
」
そ
し

て
「
ご
み
を
捨
て
た
後
は
手
を
洗
う
」
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
空
き
び
ん
や
空
き
缶
等
の
資
源
ご
み

を
捨
て
る
際
は
、
念
の
た
め
一
週
間
程
度
保
管

し
て
か
ら
お
出
し
い
た
だ
く
か
、
よ
く
す
す
い

で
か
ら
お
出
し
く
だ
さ
い
。

※
物
の
表
面
に
つ
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
３
日
程
度
で
感
染
力
が
な
く
な
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ご
み
集
積
場
に
お
け
る
立
ち
当
番
に
つ
い
て

ご
み
集
積
場
で
の
立
ち
当
番
の
方
に
つ
い
て

は
、
ご
み
を
排
出
す
る
市
民
の
方
と
立
ち
当
番

の
方
が
出
来
る
だ
け
接
触
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
間
隔
を
十
分
に
空
け
る
と
と
も
に
、マ

ス
ク
や
手
袋
を
着
用
し
、
ご
み
に
直
接
触
れ
な

い
な
ど
、
注
意
し
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合　

清
掃
事
務
所　

☎
26-

４
２
２
８

家
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
地
の
借
受
希
望
者
お
よ
び

貸
付
希
望
者
の
申
込
に
つ
い
て

生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
関
す
る

都
市
計
画
案
の
縦
覧

犬
・
猫
の
フ
ン
で

困
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す

家
庭
ご
み
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
対
策
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生
活
支
援
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
活
支
援
相
談
窓
口
は
、
市
役
所
１
階
南
東

（
宿
直
室
隣
）
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

生
活
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
将
来
に
つ
い

て
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
に
、
ど
の
よ
う
な

解
決
方
法
が
あ
る
か
一
緒
に
考
え
、
安
心
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
何
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
専
門
的
な

機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
家
族
や
周
囲
の

人
か
ら
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
休
業
や
失
業
で
生
活
資
金
で
お
困

り
の
方
々
に
向
け
た
、
緊
急
小
口
資
金
（
特
例

貸
付
）
や
住
居
確
保
給
付
金
等
の
相
談
・
受
付

も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合　

生
活
支
援
相
談
窓
口

　
　
　

☎
２４
‐
１
１
１
１

中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
た
運
転
資
金
、
お

よ
び
設
備
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
新
規
開
業
者
は
対
象
外
で
す
。

通
常
資
金

融
資
対
象　

従
業
員
50
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
30
人
）
以
下
の
会
社
、
個
人
、
企
業
組
合
、

医
療
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

限
度
額　

5
0
0
0
万
円

小
口
資
金

融
資
対
象　

従
業
員
20
人
（
宿
泊
業
お
よ
び

娯
楽
業
を
除
く
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
5
人
）

以
下
の
会
社
、
個
人
、
企
業
組
合
、
医
療
法

人
な
ど

限
度
額　

2
0
0
0
万
円
（
既
存
の
保
証
協
会

の
保
証
付
き
融
資
残
高
を
含
む
）

受
付
窓
口　

市
内
取
扱
金
融
機
関
、
津
島
商

工
会
議
所

納
税
状
況
の
確
認　

所
得
税
（
法
人
の
場
合
は

法
人
税
）
、
事
業
税
、
県
民
税
、
市
民
税
を
確

認
し
ま
す
。

※
各
融
資
資
金
に
は
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、
相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

相
談
窓
口
・
問
合　

愛
知
県
信
用
保
証
協
会

☎
0
1
2
0
‐
4
5
4
‐
7
5
4

く
ら
し
を
育
て
る
資
金
融
資
制
度

教
育
に
係
る
資
金
、
医
療
・
介
護
に
係
る
資

金
、
出
産
・
育
児
に
係
る
資
金
、
自
動
車
に
係
る

資
金
を
必
要
と
す
る
市
民
を
対
象
と
す
る
融

資
制
度
で
す
。

限
度
額　

3
0
0
万
円

融
資
期
間　

要
件
別
に
よ
り
金
融
機
関
の
定

め
る
と
お
り
と
し
ま
す
。

勤
労
者
等
住
宅
資
金
融
資
制
度

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
等
に
対
す
る
、
住

宅
の
新
築
、
購
入
、
増
改
築
等
の
資
金
、
分
譲

住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
）
お
よ
び
中
古
住
宅

の
購
入
資
金
、
住
宅
用
地
の
購
入
資
金
（
2
年

以
内
に
住
宅
建
築
予
定
の
も
の
に
限
る
）
の
た

め
の
融
資
制
度
で
す
。

限
度
額　

3
0
0
0
万
円

融
資
期
間　

35
年
以
内

※
各
制
度
に
は
、
各
種
融
資
条
件
が
あ
り
、
取

扱
金
融
機
関
に
お
い
て
融
資
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

問
合　

東
海
労
働
金
庫
津
島
支
店

☎
25
‐
1
1
5
1

募
集
職
種　

技
術
職
（
機
械
、
電
気
、
化
学
）

試
験
日　

6
月
28
日
㈰

※
な
お
、
受
験
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
試
験
要

領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
6
月
1
日
㈪
か

ら
左
記
で
配
布
し
ま
す
。
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

6
月
1
日
㈪
〜
15
日
㈪
（
必
着
）

申
込　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関

係
書
類
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵
送
で
左

記
へ
。　

問
合　

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
総
務
課

〒
4
9
6
‐
0
0
7
1

新
開
町
2
丁
目
2
1
2
番
地

☎
28
‐
3
8
1
0

　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
tk
a
n
k
y
o
.o
r.jp

市
税
・
保
険
料
等
（
納
税
通
知
書
用
お
よ
び

通
知
書
用
の
2
種
類
）
の
郵
送
封
筒
裏
面
に
広

告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
等
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
期
間　

6
月
1
日
㈪
〜
19
日
㈮

問
合　

財
政
課
管
財
・
営
繕
Ｇ

☎
55
‐
9
6
1
6

日
本
に
住
む
不
法
滞
在
者
は
令
和
元
年
7

月
1
日
現
在
で
約
7
万
9
0
1
3
人
で
あ
り
、

昨
年
と
比
べ
約
4
8
4
6
人
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
不
法
滞
在
者
の
不
法
就

労
を

あ

っ

せ

ん

斡
旋
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
就
労
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
悪

質
な
事
業
主
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
お
願
い

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
適
法
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
旅
券
、

在
留
カ
ー
ド
、
就
労
資
格
証
明
書
（
希
望
す
る

外
国
人
に
交
付
さ
れ
る
）
等
の
コ
ピ
ー
で
は
な

く
、
実
物
で
在
留
資
格
、
在
留
期
間
等
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

【
来
日
外
国
人
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

出
入
国
在
留
管
理
庁　

外
国
人
在
留
総
合

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
‐
0
1
3
9
0
4
（
Ｉ
Ｐ
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
０３
‐
５
７
９
６
‐
７
１
１

２
）

【
不
法
滞
在
情
報
等
事
件
情
報
】

津
島
警
察
署
警
備
課　

☎
24
‐
0
1
1
0

募 

集

お
知
ら
せ

募
　
集

各
融
資
制
度
の
ご
案
内

「
納
付
書
等
郵
送
用
封
筒
」
広
告

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
職
員

（
令
和
3
年
度
採
用
）

不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
に

ご
協
力
を
！
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催 
し

教 
室 
・ 
講 
座

尾
張
地
域
・
西
三
河
地
域
・
東
三
河
地
域
水

循
環
再
生
地
域
協
議
会
で
は
、
河
川
や
た
め
池

な
ど
身
近
な
水
環
境
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
住
民
に
よ
る
調
査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。

対
象　

愛
知
県
民
の
方
（
小
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
）

調
査
時
期　

6
月
5
日
㈮
（
環
境
の
日
）
〜
9
月

30
日
㈬

調
査
内
容　

調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
て
、
参
加

者
が
選
ん
だ
身
近
な
水
辺
（
河
川
、
水
路
、
た

め
池
な
ど
）
の
「
水
の
き
れ
い
さ
」「
水
の
量
」

「
生
態
系
」「
水
辺
の
よ
う
す
」
を
調
べ
、
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

申
込　

事
前
に
参
加
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
左
記
で
配
布
）
を
直
接
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
提
出
。

問
合　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
G

☎
55
‐
9
3
6
8

　

24
‐
1
7
9
1

　

k
a
n
k
y
o
u
@
c
ity
.ts
u
s
h
im
a
.lg
.jp

市
立
図
書
館
の
た
な
ば
た
会
は
楽
し
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
。
お
友
達
や
家
族
と
一
緒
に
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

7
月
4
日
㈯　

午
後
2
時

場
所　

市
立
図
書
館
2
階
大
集
会
室

内
容　

た
な
ば
た
の
お
は
な
し
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
工
作
ほ
か
。

持
ち
物　

黒
ペ
ン（
短
冊
に
お
願
い
ご
と
を
書
き

ま
す
）

問
合　

市
立
図
書
館　

☎
25
‐
2
1
4
5

教
科
書
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

6
月
5
日
㈮
〜
7
月
1
日
㈬
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
15
分

場
所　

愛
西
市
役
所
南
館

問
合　

愛
知
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

☎
0
5
2
‐
9
5
4
‐
6
7
9
9

日
時　

6
月
20
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

場
所　

児
童
科
学
館

内
容　

ゴ
ム
の
力
で
ひ
こ
う
き
を
飛
ば
そ
う
！

対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

定
員　

10
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

無
料

申
込　

6
月
5
日
㈮
〜
19
日
㈮
の
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
月
曜
日
は
除
く
）
に
電
話
ま
た
は

直
接
左
記
へ
。

問
合　

児
童
科
学
館　

☎
24
‐
8
7
4
3

日
時　

7
月
14
日
㈫

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場
所　

わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館

講
師　

園
田
俊
介
氏
（
市
立
図
書
館
長
）

定
員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込　

6
月
15
日
㈪
〜
26
日
㈮
（
た
だ
し
、
月
〜

金
曜
日
の
午
前
9
時
〜
正
午
）
に
電
話
ま
た

は
直
接
左
記
へ
。

問
合　

わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館　

☎
28
‐
5
3
1
1

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査
の

参
加
者

た
な
ば
た
会
の
お
知
ら
せ

天
文
・
科
学
工
作
教
室

海
部
地
区
小
中
学
校
教
科
書
展
示
会

地
域
の
歴
史
に
親
し
む
歴
史
講
座

国勢調査は、令和２年10月１日現在、日本国内に住むすべての人と世帯が対象の統計調査で、その調査員を募集します。

任命期間　令和２年８月上旬～11月上旬（予定）

９月上旬

９月中旬

10月上旬～中旬

10月中旬～下旬

担当地域の確認

全世帯へ調査書類の配布

調査票の回収

調査書類の提出

主な仕事内容

※地域に偏りなどがあった場合は、調査をお願いできないことがあ

ります。調査をお願いする方については、説明会のご案内を送付

する予定です。

応募方法等の詳細

市ホームページで確認または下記までご連絡

ください。

問合　企画政策課行政経営Ｇ

　　　☎55-９４６５
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